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イオンビーム育種技術で得られた 5-FOA耐性清酒酵母のゲノム解析 ……………………………… 

渡部 貴志 a), 佐藤 勝也 b), 大野 豊 b), 田島 創 a) 

［ a)群技セ, b)QST・高崎研 ］ 

53 
 
 

4-09 
 
 
 

抗 PD-L1 抗体を用いた免疫放射線療法確立のための基礎検討 …………………………………… 

原 孝光 a), 舟山 知夫 b), 中神 佳宏 c), 鈴木 義行 d), 大野 達也 e) 
［ a)健科大・診療放射線学部, b)QST・高崎研, c)独協医大・PET C, d)福島医大・放射線腫瘍学, 
   e)群馬大・腫瘍放射線学 ］ 

54 
 
 
 

4-10 
 
 

マイラーフィルムを利用したカイコ卵への深度制御重イオン照射とその影響 ……………………… 

宮坂 直弥 a), 田中 翔 a), 舟山 知夫 b), 鈴木 芳代 b), 白井 孝治 a) 
［ a)信州大院・総合理工学, b)QST・高崎研 ］ 

55 
 
 

4-11 
 
 
 

炎症の初期過程を解析するツールとしてのマイクロビームと ………………………………………… 
免疫細胞標識遺伝子組換えメダカの組み合わせ 

尾田 正二 a), 鈴木 芳代 b), 舟山 知夫 b) 
［ a)東京大院・新領域, b)QST・高崎研 ］ 

56 
 
 
 

4-12 
 
 

植物残渣抽出成分の放射線防護剤としての有用性検討 …………………………………………… 

鈴木 智也 a), 大泉 昂之 a), 舟山 知夫 b), 中村 麻子 a) 
［ a)茨城大院・理工学, b)QST・高崎研 ］ 

57 
 
 

4-13 
 
 
 

銅触媒を用いた放射性ハロゲン標識 PSMA 誘導体の合成 ………………………………………… 

渡辺 茂樹 a), 近藤 悠斗 b), 佐々木 一郎 a), 大島 康宏 a), 屋木 祐亮 b), 河嶋 秀和 b),  
木村 寛之 b), 石岡 典子 a) 

［ a)QST・高崎研, b)京都薬科大・薬 ］ 
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 【 12月 6日（水） ： 量子マテリアル 】  
 

1-06 
 
 

SiC中の Si空孔量子センサを用いた磁場・温度計測手法の高速化 ……………………………… 

田中 友晃 a),山崎 雄一 a), 久本 大 b), 大島 武 a) 
［ QST・高崎研 a)QST・高崎研, b)日立・研開］ 

60 
 
 

1-07 
 
 
 
 

イオンビームのエネルギー付与を利用した二次元新材料の創出 …………………………………… 

圓谷 志郎 a), 滝沢 優 b), 本田 充紀 c), 茂木 俊憲 a), 水口 将輝 d), 渡邉 英雄 e), 
大島 武 a, f), 好田 誠 a, f) 
［ a)QST・高崎研, b)立命館大・理工, c)JAEA・物質科学 C, d)名古屋大・IMaSS, 
   e)九大・応力研, f)東北大・工 ］ 

61 
 
 
 
 

1-08 
 
 
 

核スピン I=1/2を持つ 133Baイオンを用いた量子情報処理実験系の構築 …………………………… 

島田 紘行 a), 穂坂 綱一 a), 柏木 啓次 a), 細谷 青児 a), 百合 庸介 a), 中西 隆造 a), 田村 浩司 a), 
鳴海 一雅 a), 小倉 浩一 b), 大場 弘則 c) 

［ a)QST・高崎研, b)QST・関西研, c)JAEA・福島研究開発部門 ］ 
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 【 12月 6日（水） ： 量子ビーム基盤】  
 

2-08 
 
 
 
 

超高位置精度の単一イオン注入に向けたレーザー冷却イオン源の開発 …………………………… 

穂坂 綱一 a), 細谷 青児 a), 柏木 啓次 a), 百合 庸介 a), 宮脇 信正 a), 石井 保行 a), 島田 紘行 a), 
山縣 諒平 a), 佐藤 隆博 a), 齋藤 勇一 a), 小野田 忍 a), 鳴海 一雅 a), 室尾 健人 b), 伊藤 清一 b), 
岡本 宏己 b) 

［ a)QST・高崎研, b)広島大院・先進理工 ］ 

63 
 
 
 
 

2-09 
 
 
 
 

リニアポールトラップからの超低エミッタンスイオンの選択的取出しの検討 ………………………… 

宮脇 信正 a), 石井 保行 a), 百合 庸介 a), 穂坂 綱一 a), 細谷 青児 a), 柏木 啓次 a),  
島田 紘行 a), 山縣 諒平 a), 佐藤 隆博 a), 齋藤 勇一 a), 小野田 忍 a), 鳴海 一雅 a),  
室尾 健人 b), 伊藤 清一 b), 岡本 宏己 b) 

［ a)QST・高崎研, b)広島大院・先進理工 ］ 

64 
 
 
 
 

2-10 
 
 

At-211製造のためのサイクロトロンにおけるビームエネルギー制御………………………………… 

宮脇 信正 a), 柏木 啓次 a), 渡辺 茂樹 a), 石岡 典子 a), 倉島 俊 a), 福田 光宏 b) 

［ a)QST・高崎研, b)大阪大・核物理研 ］ 

65 
 
 

2-11 
 
 

C60, C70イオンによる炭素のスパッタリング …………………………………………………………… 

鳴海 一雅, 山田 圭介, 平野 貴美, 千葉 敦也, 斎藤 勇一 
［ QST・高崎研 ］ 

66 
 
 

2-12 
 
 

TIARAの改良した 2 台のイオンマイクロビーム装置のビーム形成の現状 …………………………… 

石井 保行 a), 山縣 諒平 a), 佐藤 隆博 a), 松山 茂男 b), 神谷 富裕 c), 齋藤 勇一 a) 

［ a)QST・高崎研, b)東北大, c)群馬大 ］ 
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 【 12月 6日（水） ： 材料・物質科学 】  
 

3-11 
 
 
 

ポリエーテルエーテルケトンを用いた放射線グラフト重合による …………………………………… 
アニオン型グラフト電解質膜の開発  
長谷川 伸, 吉村 公男, 廣木 章博, ザオ ユエ, 前川 康成 
［ QST・高崎研 ］ 

68 
 
 
 

3-12 
 
 

量子ビームを利用した膵臓がん用ナノ粒子型診断薬剤の開発 ……………………………………… 

木村 敦a), 新井 唯史b), 大山 廣太郎a), 田口 光正a) 

［ a)QST・高崎研, b)群馬大院・理工 ］ 

69 
 
 

3-13 
 
 

拡散移動を含めた気液二相系でのγ線照射反応機構の解明 ……………………………………… 
端 邦樹 a), 木村 敦 b), 佐藤 智徳 c), 加藤 千明 c), 田口 光正 b) 
［ a)JAEA・安全研究 C, b)QST・高崎研, c)JAEA・原子力基礎工学研究 C ］ 

70 
 
 

3-14 
 
 
 

放射線グラフト重合によるパウダー状ホウ素吸着材の合成と吸着特性評価 ………………………… 

保科 宏行 a), 植木 悠二 a), 大道 正明 a), 天田 春代 a), 物部 長順 b), 物部 長智 b), 
内村 泰造 b), 小國 匿児 b), 中野 正憲 c), 宮外 清貴 c), 瀬古 典明 a) 
［ a)QST・高崎研, b)モノベエンジニアリング, c)倉敷繊維加工 ］ 

71 
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3-15 
 
 
 
 

高放射線環境での遠隔元素分析に向けた耐放射線レーザー誘起ブレークダウン ………………… 
分光システムの開発 
田村 浩司 a), 中西 隆造 a), 大場 弘則 a, b), 狩野 貴宏 b), 柴田 卓弥 b), 平等 拓範 c, d), 
若井田 育夫 b) 
［ a)QST・高崎研, b)原子力機構・CLADS, c)自然機構, d)理研・RSC ］ 

72 
 
 
 
 

3-16 
 
 

イオン照射による SiC ナノチューブの奇妙なスウェリング挙動 ……………………………………… 

田口 富嗣, 山本 春也, 佐伯 盛久 
［ QST・高崎研 ］ 

73 
 
 

3-17 
 
 

マルチイオンビームを用いた核融合炉構造材料の照射効果研究の進捗と課題 …………………… 

野澤 貴史, 安堂 正己, 兪 ジュヒョン, 濱口 大 
［ QST・六ヶ所研 ］ 

74 
 
 

3-18 
 
 
 
 

ITER計測機器の放射線照射実験 Ⅵ ………………………………………………………………… 

北澤 真一, 石川 正男, 今澤 良太, 谷塚 英一, 野尻 訓平, 牛木 知彦, 夏目 祥揮, 河野 繁宏, 
鳥本 和弘, 稲嶺 盛義, 根本 佳輝, 菊池 貴智, 横塚 友啓, 丸山 敏征, 村上 英利, 清水 宏祐, 
杉江 達夫, 布谷 嘉彦 
［ QST・那珂研 ］ 

75 
 
 
 
 

3-19 
 
 

陽電子消滅法を用いた石炭灰繊維（BASHFIBER®）の放射線耐性の研究 ………………………… 

村上 善英 a), 山口 牧礎美 a), 関根 圭二 a), 深澤 裕 a), 前川 雅樹 b), 河裾 厚男 b) 
［ a)新日本繊維株式会社（NFC）, b)QST・高崎研 ］ 
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 【 12月 6日（水） ： 生命科学 】  
 

4-14 
 
 
 
 

マイクロ PIXEを用いた植物根における重金属動態の可視化 ……………………………………… 

中村 進一 a), 木島 あやの a), 須田 啓斗 a), 今泉 佑菜 a), 湯澤 拓 a), 篠澤 章久 a),  
伊澤 かんな a), 鈴井 伸郎 b), 尹 永根 b), 三好 悠太 b), 野田 祐作 b), 榎本 一之 b),  
山縣 諒平 b), 佐藤 隆博 b), 石井 保行 b), 河地 有木 b) 
［ a)東京農大・生命科学, b)QST・高崎研 ］ 

77 
 
 
 
 

4-15 
 
 
 
 

アジア原子力協力フォーラム（FNCA）放射線育種プロジェクトでの ………………………………… 
イオンビームを用いた主要作物の改良 

長谷 純宏 a), A.N.K. Mamunb), Le Duc Thaoc), Faiz Bin Ahmadd), Bayarsukh Noove),  
中井 弘和 f) 

［ a)QST・高崎研, b)BAEC, c)AGI, d)Nuclear Malaysia, e)IPAS, f)静岡大 ］ 

78 
 
 
 
 

4-16 
 
 

炭素イオンビーム照射で獲得したダイズ根粒菌高温耐性変異株の特性とゲノム解析 ……………… 

長谷 純宏 a), 佐藤 勝也 a), 長舟 郁子 a), 武田 喜代子 b), 大津 直子 b), 横山 正 b), 岡崎 伸 b) 

［ a)QST・高崎研, b)農工大院・農学研究院 ］ 

79 
 
 

4-17 
 
 

照射当代植物の色素合成遺伝子で生じた変異頻度比較法 ………………………………………… 

北村 智 a), 平田 翔也 a, b), 佐藤 勝也 a), 稲村 莉英 a, b), 鳴海 一成 b), 大野 豊 a) 
［ a)QST・高崎研, b)東洋大院・生命科学 ］ 

80 
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4-18 
 
 

放射線抵抗性細菌 Deinococcus radioduransの PprI 依存的 DNA損傷応答機構の解析 ………… 

佐藤 勝也 a), 鳴海 一成 b), 大野 豊 a) 
［ a)QST・高崎研, b)東洋大・生命科学 ］ 

81 
 
 

4-19 
 
 
 

フロー電解セルを用いた医療用放射性銅の分離 …………………………………………………… 

須郷 由美 a), 山崎 直亨 b), 丸山 洋平 c), 宮地 凌摩 d), 真鍋 日那子 c), 森 勝伸 c), 
大平 慎一 e), 石岡 典子 a) 
［ a)QST・高崎研, b)群馬大院・理工, c)高知大院・理工, d)熊本大院・自然, e)熊本大院・先端 ］ 

82 
 
 
 

4-20 
 
 

線虫実験を高精度・高効率化する量子バイオ技術の創出と応用 …………………………………… 

鈴木 芳代, 舟山 知夫 
［ QST・高崎研 ］ 

83 
 
 

4-21 
 
 

Induction of cell reprogramming by γ irradiation ……………………………………………………… 

Ayako N. Sakamotoa), Nan Gub), Michiyo Suzukia), Tomoo Funayamaa), Yosuke Tamadab) 
［ a)Dept. Quantum Applied-Biosciences, TIAQ, QST, b)Sch. Eng., Utsunomiya Univ. ］ 

84 
 
 

4-22 
 
 
 

集束式重イオンマイクロビームを用いたモデル生物個体局部塗りつぶし照射における …………… 
照準領域指定技術 

舟山 知夫, 鈴木 芳代 
［ QST・高崎研 ］ 

85 
 
 
 

4-23 
 
 

イヌ培養線維肉腫細胞の炭素イオンビーム感受性 ………………………………………………… 

舟山 知夫 a), 鈴木 芳代 a), 和田 成一 b) 
［ a)QST・高崎研, b)北里大・獣医学 ］ 

86 
 
 

 

 【 12月 5日（火） ・ 6日（水） ： 施設利用・運転管理 】  

 

5-01 
 
 

TIARA施設の利用状況 ……………………………………………………………………………… 

花屋 博秋 a), 石堀 郁夫 a), 久保田 昇 a), 渡辺 智 a), 清水 隆志 b), 兼谷 聡 c) 
［ a)QST・高崎研, b)放振協・高崎, c)ビームオペレーション ］ 

88 
 
 

5-02 
 
 
 

AVFサイクロトロンの運転・整備状況 ………………………………………………………………… 

吉田 健一, 湯山 貴裕, 石坂 知久, 細谷 青児, 石堀 郁夫, 宮脇 信正, 柏木 啓次,  
百合 庸介, 奈良 孝幸, 居城 悟, 高野 圭介, 倉島 俊 
［ QST・高崎研 ］ 

89 
 
 
 

5-03 
 
 

静電加速器の運転・整備状況 ………………………………………………………………………… 

平野 貴美, 千葉 敦也, 山田 圭介, 菅沼 瑠里, 倉島 俊, 金井 信二, 青木 勇希, 橋爪 将司 
［ QST・高崎研 ］ 

90 
 
 

5-04 
 
 
 

電子線照射施設の利用・整備状況 …………………………………………………………………… 

山﨑 翔太 a), 宇野 定則 a), #, 横塚 恵莉 a), 今井 浩二 b), 赤岩 勝成 b), 狩野 智 b), 
高木 雅英 b), 八木 紀彦 b), 上松 敬 a), 長尾 悠人 a), 清藤 一 a), 長澤 尚胤 a) 
［ a)QST・高崎研, b)放射線利用振興協会, #現所属：ビームオペレーション株式会社 ］ 
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5-05 
 
 
 

ガンマ線照射施設の運転・整備・利用状況 …………………………………………………………… 

横塚 恵莉 a), 長尾 悠人 a), 清藤 一 a), 高木 雅英 b), 八木 紀彦 b), 狩野 智 b), 上松 敬 a),  
山﨑 翔太 a), 宇野 定則 a), #, 長澤 尚胤 a) 
［ a)QST・高崎研, b)放射線利用振興協会, #現所属：ビームオペレーション株式会社 ］ 
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高 校 生 課 題 研 究 ポ ス タ ー 発 表／目 次 

 

 【 12月 6日（水） 】  

高-01 
 
 

玉入れにおける最適な動きとは ……………………………………………………………………… 

新井 寿松, 川越 在人, 石井 佳大 
［ 群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

94 
 
 

高-02 
 
 

二酸化炭素濃度の変化における微小生物の反応の違い ………………………………………… 

牛木 寛人, 高田 怜明, 高林 凌佑, 塚田 愛子, 三田 瑞貴, 宮崎 遙人 
［ 東京農業大学第二高等学校・理科部（化学班） ］ 

95 
 
 

高-03 
 
 

匂いの広がり方はモデル化できるのか？ …………………………………………………………… 
岡部 光希, 柿沼 悠仁, 木村 怜, 鈴木 晴斗 
［群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

96 
 
 

高-04 
 
 

さいころの出目を予測するには ……………………………………………………………………… 
黒澤 駿 
［群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

97 
 
 

高-05 
 
 

3Dプリンターを用いたフエラムネの研究 …………………………………………………………… 

後藤 明至, 小玉 直嵩, 高宮 崇 
［ 群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

98 
 
 

高-06 
 
 

ケフィアグレインの効率的な培養 ～乳酸菌発酵促進物質の適量とは～ ………………………… 

湯岡 将大, 深澤 龍成, 竹内 楽, 今泉 大智 
［ 群馬県立中央中等教育学校・科学部 ］ 

99 
 
 

高-07 
 
 

無駄をなくしたフローリングワイパーの開発 ………………………………………………………… 

栄 輝紀, 髙橋 寛太, 設楽 拓人, 萩原 由翔 
［ 群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

100 
 
 

高-08 
 
 

レールガンの威力を高めるために …………………………………………………………………… 

望月 政博, 梅本 嵩, 前川 晴康 
［ 東京農業大学第二高等学校・物理部 ］ 

101 
 
 

高-09 
 
 

コマの「ブレード」と衝突時の回転量の増減にはどのような関係があるのか ……………………… 

坂本 聖, 杉原 健心, 木本 蒼大, 丹 大和 
［ 群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

102 
 
 

高-10 
 
 

高崎女子高校の植栽 ………………………………………………………………………………… 

河村 彩音, 熊澤 有花, 谷口 遥, 茂木 彩音 
［ 群馬県立高崎女子高等学校・科学研究部 ］ 

103 
 
 

高-11 
 
 

レスキューロボットの土台作成 ……………………………………………………………………… 

常見 健太 
［ 群馬県立高崎高等学校・SSH ］ 

104 
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